
 

第５５回 高輪築堤調査・保存等検討委員会【部会③】 
 

日時：2025年５月７日（水） 
部会➀、部会③ 10:00～11:00(予定) 

場所：JR東日本現地会議室 

 
 

次 第 
 

【部会③】 

(１) 開会 

 

(２) 調査結果について                       【資料 1】 
 

(３) 雑魚場架道橋周辺の試掘調査の実施について           【資料 2】 
 

(４) その他 
 

(５) 閉会 
 



仮橋脚部の調査 （口元管）試掘調査及びボーリング調査進捗状況

赤数字：ボーリング調査完了箇所 支障物接触箇所委員会で仮土留めの施工可と判断箇所 ● ：委員会で仮橋脚の施工可と判断箇所
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＃KP23－２ Ｎｏ.67ボーリングは電気設備支障移転後のため、2025年度を予定
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：高輪築堤・薩摩台場推定範囲
（明治20年頃）

：東海道線接続関連構造物

：用地境界

N

自由通路
雑魚場架道橋
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KP22-2 土層略図
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バラスト

バラスト

暗褐色シルト

暗褐色シルト

暗灰色粘土

暗灰色粘土

バラスト　

バラスト　
褐色土　
灰色粘土　

灰色粘土　

灰色粘土　

2 段目西壁際　木杭検出状況 2段目西壁際検出　木杭

4段目　丸太材検出状況（北西から）

丸太材

4 段目　丸太材検出状況（西から）

KP22-1

3・4 段目で江戸時代の陶磁器・瓦片が計 10 点出土。

構築物はなし。

KP22-2

2 段目西壁際で木杭（角材）2本を検出。　　

3段目で江戸時代の陶器片 3点出土。

4段目東壁から西側に向かって（現線路に直交）、丸太材 4本を検出。

東側は調査区外のため不明だが、電柱等を支えるアンカー構造物とみられる。

※羽田アクセス線工事に伴う周辺の試掘・ボーリング調査成果から、

　薩摩台場の盛土は T.P+2.3m程度で確認され、

　自然堆積層は T.P-1.9m程度で確認されている。

仮橋脚部口元管ライナー試掘成果 資料1-2
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灰色粘土(浚渫土)

ボーリング調査結果について
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雑魚場架道橋周辺の試掘調査実施について

：石垣検出 港区遺跡No.208（高輪築堤跡）

：石垣未検出

：高輪築堤・薩摩台場推定範囲
（明治20年頃）

：東海道線接続関連構造物

：用地境界
第３４回 委員会報告箇所 第５１回 委員会報告箇所

：試掘箇所（実施中）

今回、報告箇所

：追加試掘箇所（５か所）
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※線路位置は、２０２５年５月時点
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■ 平面図
調査箇所⑬
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調査箇所⑱

調査箇所⑰ 調査箇所⑲
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調査箇所⑳

地図：内務省地理局 「東京実測全図」 1887（明治20）年

凡例

高輪築堤想定範囲※１

薩摩台場想定範囲※１

石積み出現箇所(４カ所)

石積み等出現せず

工事範囲※２

※１ 港区指示の数値から範囲を設定
※２ 縦断図は遺構への支障範囲

追加試掘箇所(８か所)

資料2

第51回高輪築堤調査・保存等検討委員会 部会③資料再掲
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